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「気鋭の会」とは･･･
伊東市内の20代から40
代までの若手経営者・
後継者が｢経済人として
の資質向上｣を図り､｢企
業と地域経済の健全な
発展｣及び｢商工会議所
活動の一翼を担う｣とい
う趣旨のもとに集い設
立されました。
研修会等を通じ経営に
ついて研鑽を積んでい
ます。

お問合せ
伊東商工会議所青年部
｢気鋭の会｣事務局
℡0557-37-2500

(担当:篠崎・鶴田)

会員募集中！
あなたも

で
共に経営を学びませんか !

入会金は です。
年会費 24,000円

※年度途中に入会した場合は
月割りとなります

ホームページ・フェイスブック
開設しています。

で検索下さい。
http://www.ito-cci.or.jp/seinenbu/

伊東商工会議所青年部･気鋭の会

青年部「気鋭の会」
H20.7.15 設立
会員数 61名
(R2.10.1現在)

伊東商工会議所 青年部 「気鋭の会」 会報 2020年10月号（１）

2020年度スローガン

青
年
部
「
気
鋭
の
会
」
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
」
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
4
月
以
降
、
事
業
活
動
を
自
粛
し
て
い
ま

し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
も
解
除
と
な
り
事
業

活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

い
ま
だ
感
染
拡
大
に
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
対
策
を
十
分
に
講
じ
、
少
し

ず
つ
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活

性
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に
よ
る

自
粛
期
間
中
に
も
「
気
鋭
の
会
」
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
今
後
の
事
業
展
開
の

方
法
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
気
鋭
の
会
」
内
で
行
う
研
修
等
に
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
積
極
的
に
活
用
し
、
密
を

避
け
た
環
境
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
部
と
の
交
流
事
業
に
は
、
例
年
と

は
異
な
る
感
染
予
防
に
配
慮
し
た
形
式
で
開
催

す
る
方
法
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
こ
の
不
測
の
事
態
に
お
い
て
も

「
気
鋭
の
会
」
は
「
有
志
委
員
会
」
を
発
足
さ

せ
「
伊
東
温
泉
あ
ん
し
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と
い

う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
「
気
鋭
の
会
」
は
、
こ
の
厳
し
い
状

況
下
に
お
い
て
も
地
域
経
済
活
性
化
の
一
助
と

な
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

事
業
活
動
再
開
！

伊
東
温
泉
あ
ん
し
ん

チ
ャ
ン
ネ
ル

【
有
志
委
員
会
】

青
年
部
「
気
鋭
の
会
」
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
」
に
よ
る
活
動
自
粛
の
中
で
、

観
光
地
・
伊
東
の
一
助
に
な
る
よ
う
「
有
志
委

員
会
」
を
発
足
し
、
伊
東
の
安
心
・
安
全
を
市

外
か
ら
来
訪
さ
れ
る
方
に
動
画
で
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
「
伊
東
温
泉
あ
ん
し
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

「
伊
東
温
泉
あ
ん
し
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
は
、

市
内
の
各
事
業
所
で
行
っ
て
い
る
感
染
症
対
策

（
手
指
の
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
液
の
設
置
、
店

内
の
床
に
間
隔
を
空
け
て
お
待
ち
頂
く
た
め
の

目
印
を
設
置
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
を
取
り
付
け
飛
沫
の
防
止
、
定
期
的
な
換
気
、

マ
ス
ク
の
着
用
の
ご
協
力
等
）
や
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
経
営
者
の
方
な
ど
に
直
接
紹
介
し
て
頂

き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
開
設
し
た
専
用
ペ
ー
ジ
に
投

稿
し
て
い
ま
す
。

動
画
は
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー
が
事
業
所
に

訪
問
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
て
撮
影
し
た

後
に
、
1
分
間
程
度
に
編
集
し
た
も
の
で
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
の
3
媒
体
に
順
次
投
稿
し
て
い

ま
す
。

6
月
下
旬
か
ら
投
稿
を
始
め
、
8
月
末
時

点
で
50
件
以
上
の
事
業
所
の
動
画
を
投
稿
し

ま
し
た
。

今
後
も
順
次
投
稿
す
る
予
定
で
す
の
で
、

定
期
的
に
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、

お
店
に
足
を
運
ん
で
頂
き
た
い
で
す
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
に
は

ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
訪
問

の
際
は
目
印
に
し
て
下
さ
い
。

「
伊
東
温
泉
あ
ん
し
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で

発
信
し
た
情
報
が
市
外
の
お
客
様
だ
け
で
は

な
く
、
伊
東
市
内
全
体
で
共
有
さ
れ
、
よ
り

良
い
安
心
・
安
全
の
形
が
多
く
の
事
業
所
で

広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
裏
面
へ
つ
づ
く
）

撮影風景
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第
一
回
自
主
研
修
会

【
研
修
委
員
会
】

今
年
度
新
会
員
紹
介

成
徳
商
事
株
式
会
社

業
種

不
動
産
業

趣
味

読
書

株
式
会
社
伊
豆
柏
屋

業
種

飲
食
業

趣
味

ゴ
ル
フ

株
式
会
社
か
ん
ど
う
サ
ー
ビ
ス

業
種

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

趣
味

プ
ロ
レ
ス
観
戦

レネ 紗矢香芹澤 マリチェ上原 寛

リモート活動

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
ソ
フ
ト
「
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
」
を
導
入
し
、
各
会
員
は
自
宅
や
事

務
所
か
ら
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

気
鋭
の
会
セ
ミ
ナ
ー

【
総
務
委
員
会
】

7
月
28
日
（
火
）

自
主
研
修
会
「
わ
か
る
！
民
法
改
正
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
気
鋭
の
会
」
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
弁
護

士
法
人
Ｋ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
弁
護
士
、
田

中
博
文
さ
ん
か
ら
、
今
年
の
4
月
に
改

正
さ
れ
た
民
法
に
つ
い
て
、
多
岐
に
わ
た

る
改
正
内
容
か
ら
主
に
3
つ
の
項
目
を

取
り
上
げ
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
者
と
し
て
必
ず
触
れ
る
契
約
等
に

つ
い
て
の
債
権
法
、
権
利
や
義
務
に
関
す

る
時
効
に
つ
い
て
、
そ
し
て
誰
で
も
か
か

わ
る
こ
と
の
あ
る
相
続
法
に
つ
い
て
、
改

正
前
の
民
法
と
の
違
い
や
参
考
例
を
交
え

な
が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
報
告

【
Ｙ
Ｅ
Ｇ
渉
外
委
員
会
】

「
気
鋭
の
会
」
が
加
盟
す
る
「
日
本
Ｙ
Ｅ

Ｇ
（
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
）
」
に
お

い
て
も
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の

集
ま
り
が
リ
モ
ー
ト
に
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。

４
月
～
８
月
に
行
わ
れ
た
役
員
会
・
委

員
会
は
、
リ
モ
ー
ト
開
催
と
な
り
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
・
全
国
規
模
の
事
業
も
感
染
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
6
月
20
日

（
土
）
に
静
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連

合
会
主
催
の
「
業
種
別
部
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
来
「
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
研
修

会
」
が
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
感
染

状
況
や
非
対
面
形
式
に
す
る
た
め
、
内
容

を
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
業
種
の
方
々
が
参
加
し
、
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に
関
し
て

の
影
響
と
課
題
に
関
し
て
同
業
種
ご
と
に

議
論
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

各
業
種
と
も
に
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
の
対
策
を
話
し
合

う
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
気
づ
き
や
感
染

症
終
息
後
に
向
け
て
の
自
企
業
の
発
展
・

地
域
創
生
の
足
掛
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
8
日
（
火
）

「
気
鋭
の
会
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

「
気
鋭
の
会
セ
ミ
ナ
ー
」
は
新
入
会
員

や
入
会
年
数
の
浅
い
会
員
に
当
会
の
活
動

内
容
や
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
共
に
、

既
存
会
員
に
も
更
な
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
行
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
商
工
会
議
所
」
の
地

域
経
済
に
お
け
る
役
割
か
ら
「
気
鋭
の

会
」
が
所
属
す
る
「
伊
東
商
工
会
議
所
」

「
Ｙ
Ｅ
Ｇ(

商
工
会
議
所
青
年
部)
」
の
組

織
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

次
に
「
気
鋭
の
会
」
の
活
動
理
念
・
目

的
や
運
営
の
流
れ
、
ま
た
令
和
2
年
度

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
基
本
方
針
・
各
委
員
会

の
主
な
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
も
情
報
共

有
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
気
鋭
の
会
」
全
体
で
直
接

集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
、
こ
の
「
気

鋭
の
会
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
新
入
会

員
・
既
存
会
員
が
自
分
た
ち
の
所
属
す
る

伊
東
商
工
会
議
所
の
会
員
に
限
ら
ず
、
伊
東
市

内
の
事
業
所
で
あ
れ
ば
青
年
部
メ
ン
バ
ー
が
撮
影

に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
伊
東
商
工
会
議
所
青
年
部

「
気
鋭
の
会
」
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
５
５
７
（
３
７
）
２
５
０
０
ま
で
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

講
師

田
中
博
文
氏

研
修
会
の
様
子

質
疑
応
答
で
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
項

目
以
外
の
質
問
に
も
答
え
て
い
た
だ
き
、

実
り
の
多
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

配
信
・
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
様
子


